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令和元年７月 

第４７７回 三水会便り 
  （毎回 PM6:30～8:00） 

 

新生「三水会」スタート 
             複数の幹事設け集団運営体制敷く 

新しい「三水会」がスタートしました。６月１９日午後６時３０分からルームで会員全体

会議を開き、会の業務を集団運営体制で進めていくことを確認、その基盤となる会則

を決定しました。会則は、その前文で「三水会が日本山岳会の最も古い同好会として、

４４年前に発足したこと」をうたい、「野美の市」、「あんころ餅と薬湯の会」など伝統行事

を継承していく。8～９人の幹事を設け総務、会計、山行、例会などの分野を担当、そ

れぞれの担当で協力会員の支援を得て、個別案件を討議・立案し実行していく。基本

的な事項については幹事の全体会議で決めることにしました。 
 
顧問/川俣俊一、代表/髙橋重之、副代表/村山裕嗣、事務局長/北口マリ子 
▽三水会人事(６月１９日) 顧問/川俣俊一、幹事/髙橋重之、村山裕嗣、北口マリ子、
増田達治、征矢三樹、田中恵美子、長岡正利、平野幹雄、監事/髙橋満男▽三水会
人事/幹事の業務担当(６月１９日) 代表/髙橋重之、副代表/村山裕嗣、総務(事務局
長)/北口マリ子、平野幹雄、会計/増田達治、山行/征矢三樹、例会/田中恵美子、企
画/長岡正利、広報/髙橋重之(兼務)  

 
 

7～９月の予定 
 

■７月１７日午後６時３０分～              JAC会員参加可 

FREE 

例会 田代博/眺めて楽しむ「見力の山」富士山 
 ７月の例会は、 高校社会科地理の教諭として活躍された田代博さんに

“眺めて楽しむ「見力の山」富士山”を話していただきます。「見力の山」と

は、見る人に力を与えてくれる山だそうで、魅力の山を兼ねています。全国の

主な山・町からの山岳展望図の作成と富士山が見える地域の図化・限界の地の

確認、そして総合科学としての山岳展望学の確立をライフワークとされていま

す。富士山可視マップ、遠望富士、都内から見える富士について研究成果をご

披露いただきます。富士山遠望鑑定士。展望図検定士。 
 

■７月現地集会 上州トレイル縦走/７月 25～26日  
上州トレイルの谷川岳（1,977m）～万太郎山（1,954m）～仙ノ倉山（2,026ｍ）

～平標山（1,984m）を７月２５～２６日に縦走します。初日は天神平までロープ

ウェイで上がってのんびり谷川岳をめざします。肩ノ小屋に泊まって二日目は

早朝立ちし、平標山まで縦走します◇集合/７月２５日ＪＲ上越新幹線上毛高原

駅１０時１０分◇宿泊/谷川岳肩ノ小屋◇問合せ/征矢三樹(soyamiki@td5.so-

net.ne.jp 携帯 080-3558-3250) 欠席の場合は 7月日（金）までに連絡お願い

します◇天候状況による山行の中止は２４日夕方にメールか電話で連絡します。 
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■「野美の市懇談会」８月３日（土）午後 1時～ 
２９回目になります。伝統行事を継承する試みの第一号です。珍しい出品物を

お持ちの方、そうでない方も軽い気持ちで、暑気払いのつもりでお集まり下さい。

野美の市の売り上げの一部を懇談会の費用に充てます。      係/勝田房

治、川俣俊一、北口マリ子 

■上高地山研で「あんころ餅と薬湯の集い」９月７～８日 
このほうは４３回目です。「あんころ餅と薬湯の集い」を９月７～８日に上高

地山研で開催します。係が代わります。詳細未定。 係/髙橋満男、征矢三樹、

北口マリ子、髙橋重之 
 

■9月１8日午後６時３０分～             JAC会員参加可 

FREE 

例会 講師/古野淳(第２６代日本山岳会会長) 
６月２２日に開催した通常総会後の理事会で第 26代日本山岳会会長に選任さ

れた。日本山岳会運営の抱負等を聞く。＜プロフィール＞古野 淳（ふるの きよ

し）１９６１年福岡県生まれ。５８歳。８４年から海外登山を始めネパール・ヒ

マラヤ、北米等多数登攀。85 年ネパール・ヒマルチュリ（7,893m）南稜初登攀。

９５年エベレスト北東稜より世界初完登、朝日スポーツ賞受賞。同年、日本山岳

会に入会、会員番号１２１９４。山岳地や辺境地で、衛星端末を利用したモバイ

ル通信を得意とする。 
  

6月の活動報告  
■「琵琶湖トレッキング」を実施 
６月５～７日に「琵琶湖トレッキング」を実施した。５日１０:４５に北陸本

線余呉駅に集合、賤ケ岳トレッキングののち

向源寺で国宝/十一面観音を拝観。賤ケ岳

(421m)は１５８３年、秀吉が柴田勝家を討っ

た古戦場。十一面観音は湖北に点在する古仏

のなかで秀逸。京都・山科に宿泊し、６日は近

江富士で知られる三上山(432m)に登るととも

に近江八幡に転進、豊臣秀次が治めた城下町

の水郷を舟で探索した。街中で明治時代に伝

道師として来日したウォーリズが設計・建築した建築物を楽しんだ。７日は

二手に分かれ桂離宮、修学院離宮を見学した。参加１３人(遠藤源太、北口マリ

子、児嶋和夫、下野武志、高木康雄、髙橋郁子、髙橋重之、高橋満男、田中恵美

子、田中清介、増田達治、村山裕嗣、山口延子)係/北口マリ子、髙橋重之。 

 
 
■会員異動  ６月末会員 66人  ６月退会/豊田茂、長谷川公子 
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東京都千代田区四番町５-４日本山岳会三水会 

 便り担当 村山裕嗣、北口マリ子、文責/髙橋重之 

 

 


